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何が起こったのか？

• インターネット：情報を発信するコストの劇的な低下。
「末端」から世界中に低コストで情報発信

ブロードバンド常時接続
無線ＬＡＮの普及

• オープンアーキテクチャの採用で、断片化され、散在し
ていた情報が結合する　→　仮想的な統合
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価値の源泉：効率性と創造性

新価値創造
デジタル関連製品

製品開発能力

効率化

　供給調整型

　マッチング型

情報量を増やす
非対称性の解消

オークション

情報処理能力を
強化する
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但し、単なる効率化が帰結ではない

能力 Ｘ 情報処理能力情報処理量

情報量が人間の情報処理能力を上回る場合
　　階層構造化　→　処理の外部依存（ブランドなど）
　　単なる非合理な行動も

認知限界がシステム設計のボトルネック＝決定要因になる
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プライバシーもこの延長で考えられる

プライバシーをめぐる二面性
住基ネットに象徴される「集中管理（情報非対称性）」への
アレルギー
vs

携帯電話に見られる信頼できる相手には開放的態度

より本質に近いところで考える
知らない間に、知らない人に監視され、利用されていること
への不安。

監視していることを監視される構造と、監視していることを
監視されない構造
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いま新たな可能性
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リアルとバーチャルが結合する

• かつて、リアルの世界との結合が難しかった
→　技術的：モノは運べない。どこにあるか分からない

→　ビジネスモデル：希少性がなくなるので儲からな

→　ネットワークはいつもつながっているわけではない

• 個体識別技術＋いつでもどこでもネットワークでモノを
ネットワークの上にマッピングできる

• 情報発信コストのさらなる劇的低下
中古部品が自分の存在をネットワークに発信する．．．

　　リサイクルセンターに商品を持ち込むとお金がもらえるシステムへ
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個体識別技術は「つながり」を回復させる技術

生産者と消費者をつなぐ

近代社会で失われた大量生産、大量販売のシステムの中で、作
る人は誰が生産物を使うのか知らず、使う人もだれが作ったか知
らない関係ができてきた

供給者にとって、作ったものがどこに行ってしまったのか分からな
い、責任の取りようのない状態

使用者にとって、使っているものが、どこから、誰から来たのか見
えない不安な状態

ネット（情報）の世界とリアル（モノ）の世界をつなぐ
ネットワーク上にリアル世界をマッピングし、ネットの力をリアルの
世界に還元する
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無線電子タグ：バーコード以来の大物？

ロジスティクス
可視化: インターネットと組み合わせれば全ての商品の位
置情報が分かる。資産管理、食品・医薬品安全管理、リサ
イクルなど応用は無限

マーケティング
　究極の差異化: 個々の商品だけでなく、場所、時間など全
て個別化



10

「トレーサビリティ」 trace + ability = traceability。

リサイクル
ﾘﾕｰｽ･廃棄

原材料/部品の
生産・供給

　物流
　流通

　使用
　消費

　製造
　加工

トレースフォワード（追跡）

トレースバック（遡及）

　トラック　

品質管理・ﾘｺｰﾙ→　　　　　　　　　　　自動車　　　　　　　　　　 ←ｸﾚｰﾑ・中古車取引（部品メンテナンス情報）

贋作・万引防止→　　　　書籍・ブランド品　　　　　　←不正流通／不正返品防止
　　　　

SCM (生産管理・品質管理) →　　　　　　　　　食品　　　　　　　　　　　← 情報公開
　　　　　　　　　　　　　　　

サービス提供(賞味期限通知等)→　　　　　　　　　　　家電　　　　　　　　　　　　　　←情報収集(レシピ産地等)

在庫管理→　　　 在庫金融　 　　←資産管
理

（エスクローサービス）

ビル、施設入退管理→
←情報検索(店舗・特典)
←サービス利用（ゲーム・出会い）

　販売
　ｻｰﾋﾞｽ

品質管理・ﾘｺｰﾙ・ｶﾙﾃ管理・説明責任→　　　　　　　　　　医薬品　　　　　　　　　　←投薬情報、薬歴・治療歴

※トレーサビリティは本来循環形で描きたいところだが、ここでは便宜上線形としてある
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変化するサプライチェーンの姿

連鎖

活用前 活用後

生産から販売まで
消費社会

生産から消費、リサイクル、また生産へ
循環型社会

効率性 消費者に対する新しい価値の創造と提供

原材料/部品
の生産・供給

製造
加工

物流
流通
販売
ｻｰﾋﾞｽ

原材料
　部品の
　　生産・供給

製造
加工

物流
流通

販売
ｻｰﾋﾞｽ

リサイクル
リユース
廃棄

使用
消費

特徴

目標

供給者視点
“サプライチェーン管理”

消費者視点
“責任ある供給” と ”消費者エンパワメント”視点
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なぜ社会的に大きなインパクトがあるのか？

可視化

モノ世界をネットワーク上に正確にマッピング
識別の細分化

情報の非対称構造変化

・　流通構造変化
　　　→希少性の対象が変化
・　パワーバランスの変化
→プライバシーも消費者と事業者のパ
ワーバランス問題と考えられる
→もちろんチャネル内パワーバランスも

物理的所在と所有の分離

・　究極の商物分離
・　商流、物流完全分離→いずれ決済

参考：チャネルは商流（所有権移転）、物流（物理的
所在の移転）、決済（キャッシュフロー）の三つの流

れで分析できる 　　　　　　
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オープン・アーキテクチャの提案
ネットワークの力を活かす社会とビジネスの構造
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無線電子タグのネットワークにおいても

避けたい囲い込み化・分断化

IDデータベース

企業グループA

追跡DB

メーカーA 　商社A　 小売A　

IDデータベース

企業グループB

追跡DB

メーカーB 　卸B　 小売B　

これでは、できるサービスの幅が大幅に狭くなってしまう！！
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オープンなプラットフォームを

ネットワーク
相互運用性の確保されたネットワークのネットワーク

リソルバネットワーク（EPCを鍵とする）

＝アクセスコントロール

業界Ａ
ネットワーク

評価（鑑定）
機関A

行政A
ネットワーク

決済
プラットフォーム

評価機関
企業

消費者

消費者

行政

家電リサイクル
アプリケーション

貨物追跡
アプリケーション

商品履歴開示ア
プリケーション
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